日本の宗教人口 : 2億と2-3割の怪の解 by 渡辺 浩希
















































































































































































































































































l) 平成 19(2007)年 12月31日現在の数値として文化庁（絹）『宗教年鑑平成 20年
版』東京：文化庁、 2009、pp.30-31にあげられている。
2) 総務省統計局によれば、平成 21(2009)年 1月 1日現在（確定値）で総人口が
1億 2,752万2,000人、日本人人口が 1億 2,581万5,000人である (http: //www. 
stat.go.jp/ data/ jinsui/tsuki/index.htm (2010年 4月27日閲覧））。
3) http : //www.ism.ac.jp/kokuminsei/table/data/html/ss3/3_1/3_1_all.htm (2009 
年 8月7日閲覧）。第1次 (2003)では 30%、第 10次 (1998)では 29％である。









6) 用語の定義を含み、文化庁（絹）『宗教年鑑平成 20年版』（前掲）、 pp.24-27を参
照のこと。いかなる被包括宗教法人（団体）にも調査表は送附されないことに注
意。
7) それぞれの詳細は、統計数理研究所のそれについては http: / /www.ism.ac.jp/ 





















究所資料第 20集］』東京：東京大学社会科学研究所、 2002、pp.125-134 (http : 
I /jgss.daishodai.ac.jp/J apanese/5research/ monographs/j gssml pdf/ j gssm 1_9pdf 
(2008年 10月 17日閲覧））、同「現代日本人と“家の宗教 ”-JGSS-2000/2001 
からのデータを中心として一」大阪商業大学比較地域研究所／東京大学社会科学
研究所（編）『日本版 GeneralSocial Surveys研究論文集 [2]JGSSで見た日本人
の意識と行動［東京大学社会科学研究所資料第 22集］』東京：東京大学社会科学
研究所、 2003、pp.145-162 (http : //jgss.daishodai.ac.jp/Japanese/5research/ 
monographs/jgssm2pdf/jgssm2_9.PDF (2008年 10月 17日閲覧））を見よ。






10) 註 8) ならびに石井研士、前掲書、 pp.33-34を見よ。






月31日現在では、神道系 1億 858万457人、仏教系 9,348万 5,017人、キリスト
教系 216万 1,707人、諸教959万9,480人、計2億 1,382万6,661人（文化庁（編）
『宗教年鑑平成 17年版」東京：文化庁、 2006、pp.30-31)、平成 17(2005)年 12
月 31日現在では、神道系 1億 724万7,522人、仏教系 9,126万273人、キリスト
教系 259万5,397人、諸教991万7,555人、計2億 1,102万747人（文化庁（編）
『宗教年鑑平成 18年版』東京：文化庁、 2007、pp.30-31)、平成 18(2006)年
12月31日現在では、神道系 1億 681万 7,669人、仏教系 8,917万7,769人、キリス
ト教系 303万2,239人、諸教981万7,752人、計2億 884万 5,429人（文化庁（編）





























本版 GeneralSocial Surveys研究論文集 [2]JGSSで見た日本人の意識と行動［東
京大学社会科学研究所資料第 22集］』東京：東京大学社会科学研究所、 2003、
pp. 163-178 (http : //jgss.daishodai.ac.jp/J apanese/5research/monographs/ 
jgssm2pdf/jgssm2_10.pdf (2008年 10月17日閲覧））、田島靖久／田中博／津本朋
子／野口達也／加福文「特集：最新調資寺・墓・葬儀にかかるカネ」「週刊ダイ

















野啓／高橋幸市「日本人の意識変化の 35年の軌跡 (1)ー第 8回「日本人の意
識2008」調査から一」『放送研究と調査」第 59巻第4号 (2009年4月／通巻695
号）、東京： NHK放送文化研究所／日本放送出版協会、 2009、p,30をも参照。
22) 例えば佐々木馨『生と死の日本思想ー現代の死生観と中世仏教の思想ー』東京：
トランスビュー、 2002、pp,16-17、29、36-37。ただし同書、 pp,27、29、36-
37、57などでは「（神無きままの）無信仰の信仰」という表現が用いられてもいる。
木村雅文「現代日本人と“家の宗教’'-JGSS-2000/2001からのデータを中心とし
て一」（前掲）には“信仰のない宗教’'という表現が見られる。
23) 「読売新聞」 2008年5月30日（朝）。
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